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(57)【要約】
【課題】室外熱交換器を有する室外ユニットと、室内熱
交換器を有する複数の室内ユニットと、が液冷媒連絡管
及びガス冷媒連絡管を介して接続されることによって構
成された冷媒回路を備えた空気調和装置において、室外
温度が低い場合であっても、室内温度を過度に低下させ
ることなく、かつ、適切に規定量の冷媒を冷媒回路に充
填できる冷媒充填運転を可能にする。
【解決手段】制御部（８）は、冷媒回路（１０）に冷媒
を充填する際に、冷媒回路（１０）を暖房サイクル状態
にして行われる暖房冷媒充填運転を開始して、所定の暖
房冷媒充填完了条件を満たすまで暖房冷媒充填運転を行
う。その後、制御部（８）は、冷媒回路（１０）を冷房
サイクル状態にして行われる冷房冷媒充填運転に切り換
えて、規定量の冷媒が冷媒回路（１０）に充填される冷
媒充填完了条件を満たすまで冷房冷媒充填運転を行う。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室外熱交換器（２４）を有する室外ユニット（２）と、室内熱交換器（５２ａ、５２ｂ
）を有する複数の室内ユニット（５ａ、５ｂ）と、が液冷媒連絡管（６）及びガス冷媒連
絡管（７）を介して接続されることによって構成されており、前記室外熱交換器を冷媒の
放熱器として機能させ、かつ、前記室内熱交換器を前記冷媒の蒸発器として機能させる冷
房サイクル状態と、前記室外熱交換器を前記冷媒の蒸発器として機能させ、かつ、前記室
内熱交換器を前記冷媒の放熱器として機能させる暖房サイクル状態と、に切り換え可能な
冷媒回路（１０）と、
　前記室外ユニット及び前記複数の室内ユニットを構成する機器を制御する制御部（８）
と、
を備えた空気調和装置において、
　前記制御部は、前記冷媒回路に前記冷媒を充填する際に、前記冷媒回路を前記暖房サイ
クル状態にして行われる暖房冷媒充填運転を開始して、所定の暖房冷媒充填完了条件を満
たすまで前記暖房冷媒充填運転を行い、その後、前記冷媒回路を前記冷房サイクル状態に
して行われる冷房冷媒充填運転に切り換えて、規定量の前記冷媒が前記冷媒回路に充填さ
れる冷媒充填完了条件を満たすまで前記冷房冷媒充填運転を行う、
空気調和装置（１）。
【請求項２】
　前記制御部は、前記冷媒回路のうち前記複数の室内熱交換器のいずれかの液側端から前
記液冷媒連絡管を介して前記室外ユニットに至るまでの間の部分が液状態の前記冷媒で満
たされているものと判定できる場合に、前記暖房冷媒充填完了条件を満たすものとする、
請求項１に記載の空気調和装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記複数の室内熱交換器のいずれかにおける前記冷媒の過冷却度が所定
の閾過冷却度以上に達した場合に、前記暖房冷媒充填完了条件を満たすものとする、
請求項１に記載の空気調和装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記複数の室内熱交換器のいずれかにおける前記冷媒の温度と前記液冷
媒連絡管を流れる前記冷媒の温度との温度差が所定の閾液温度差以下に達した場合に、前
記暖房冷媒充填完了条件を満たすものとする、
請求項１又は３に記載の空気調和装置。
【請求項５】
　前記複数の室内ユニットは、前記室内熱交換器の液側端に前記室内熱交換器を流れる前
記冷媒の流量を調節する室内膨張弁（５１ａ、５１ｂ）をそれぞれ有しており、
　前記制御部は、前記複数の室内膨張弁のいずれかの開度が所定の閾弁開度以上に達した
場合に、前記暖房冷媒充填完了条件を満たすものとする、
請求項１、３又は４のいずれか１項に記載の空気調和装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記冷媒回路に前記冷媒を充填する際に、前記暖房冷媒充填運転を行う
ことなく、前記冷房冷媒充填運転を開始して、前記冷媒充填完了条件を満たすまで前記冷
房冷媒充填運転を行うことが可能である、
請求項１～５のいずれか１項に記載の空気調和装置。
【請求項７】
　前記制御部は、室外温度又は室内温度に応じて、前記冷媒回路に前記冷媒を充填する際
に、前記暖房冷媒充填運転を行うかどうかを選択する、
請求項６に記載の空気調和装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、空気調和装置、特に、室外熱交換器を有する室外ユニットと、室内熱交換器
を有する複数の室内ユニットと、が液冷媒連絡管及びガス冷媒連絡管を介して接続される
ことによって構成された冷媒回路を備えた空気調和装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、室外熱交換器を有する室外ユニットと、室内熱交換器を有する複数の室内ユ
ニットと、が液冷媒連絡管及びガス冷媒連絡管を介して接続されることによって構成され
た空気調和装置がある。このような空気調和装置として、室外熱交換器を冷媒の放熱器と
して機能させ、かつ、室内熱交換器を冷媒の蒸発器として機能させる冷房サイクル状態と
、室外熱交換器を冷媒の蒸発器として機能させ、かつ、室内熱交換器を冷媒の放熱器とし
て機能させる暖房サイクル状態と、に切り換え可能なものがある。そして、このような空
気調和装置として、特許文献１（特開２０１１－８５３９０号公報）に示すように、設置
後やメンテナンス後に冷媒回路に冷媒を充填する工程において、規定量の冷媒が冷媒回路
に充填されるまで冷媒充填運転を行うようにしたものがある。ここで、特許文献１の空気
調和装置では、冷媒回路を冷房サイクル状態にして冷媒充填運転（冷房冷媒充填運転）を
行ったり、冷媒回路を暖房サイクル状態にして冷媒充填運転（暖房冷媒充填運転）を行う
ことができるようになっている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　特許文献１のような空気調和装置では、室外温度が低い場合には、室内温度の低下を避
けるために、室内の冷房を行うことになる冷房冷媒充填運転ではなく、室内の暖房を行う
暖房冷媒充填運転を行うことが好ましい。
【０００４】
　しかし、暖房冷媒充填運転において、冷媒の放熱器として機能する室内熱交換器の状態
量に基づいて、冷媒が規定量まで充填されたかどうかを判定しようとすると、室内熱交換
器が複数存在することで判定すべき状態量が複数になり、適切な判定を行うことが難しい
。すなわち、複数の室内熱交換器が存在する場合には、室内熱交換器によって冷媒の溜ま
りやすさが異なるため、全ての室内熱交換器の状態量に基づいて判定すると、冷媒が溜ま
りにくい室内熱交換器に冷媒が溜まったものと判定された時点では、冷媒が溜まりやすい
室内熱交換器に冷媒が過剰に溜まった状態になっており、冷媒回路全体として、過充填に
なるおそれがある。また、一部の室内熱交換器の状態量に基づいて判定すると、冷媒が溜
まりやすい室内熱交換器に冷媒が溜まったものと判定された時点では、冷媒が溜まりにく
い室内熱交換器に冷媒がほとんど溜まっておらず、冷媒回路全体として、充填不足になる
おそれがある。
【０００５】
　本発明の課題は、室外熱交換器を有する室外ユニットと、室内熱交換器を有する複数の
室内ユニットと、が液冷媒連絡管及びガス冷媒連絡管を介して接続されることによって構
成された冷媒回路を備えた空気調和装置において、室外温度が低い場合であっても、室内
温度を過度に低下させることなく、かつ、適切に規定量の冷媒を冷媒回路に充填できる冷
媒充填運転を可能にすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の観点にかかる空気調和装置は、室外熱交換器を有する室外ユニットと、室内熱交
換器を有する複数の室内ユニットと、が液冷媒連絡管及びガス冷媒連絡管を介して接続さ
れることによって構成されており、冷媒回路と制御部とを有している。冷媒回路は、室外
熱交換器を冷媒の放熱器として機能させ、かつ、室内熱交換器を冷媒の蒸発器として機能
させる冷房サイクル状態と、室外熱交換器を冷媒の蒸発器として機能させ、かつ、室内熱
交換器を冷媒の放熱器として機能させる暖房サイクル状態と、に切り換え可能である。制
御部は、室外ユニット及び複数の室内ユニットを構成する機器を制御する。そして、ここ
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では、制御部が、冷媒回路に冷媒を充填する際に、冷媒回路を暖房サイクル状態にして行
われる暖房冷媒充填運転を開始して、所定の暖房冷媒充填完了条件を満たすまで暖房冷媒
充填運転を行う。その後、制御部は、冷媒回路を冷房サイクル状態にして行われる冷房冷
媒充填運転に切り換えて、規定量の冷媒が冷媒回路に充填される冷媒充填完了条件を満た
すまで冷房冷媒充填運転を行う。
【０００７】
　ここでは、冷媒回路に冷媒を充填する際に、まず、暖房冷媒充填完了条件を満たすまで
暖房冷媒充填運転を行うようにしているため、冷房冷媒充填運転のみを行う場合に比べて
、室内温度が低下することを避けることができる。しかも、ここでは、暖房冷媒充填完了
条件を満たした後に、冷房冷媒充填運転に切り換えて、規定量の冷媒が冷媒回路に充填さ
れる冷媒充填完了条件を満たすまで冷房冷媒充填運転を行うようにしているため、暖房冷
媒充填運転のみを行う場合に比べて、室内熱交換器ごとの冷媒の溜まりやすさの違いの影
響を小さくして、冷媒回路全体としての過充填や充填不足を防ぐことができる。
【０００８】
　このように、ここでは、上記のように、暖房冷媒充填運転及び冷房冷媒充填運転を組み
合わせて行うことによって、室外温度が低い場合であっても、室内温度を過度に低下させ
ることなく、かつ、適切に規定量の冷媒を冷媒回路に充填できる冷媒充填運転を可能にで
きる。
【０００９】
　第２の観点にかかる空気調和装置は、第１の観点にかかる空気調和装置において、制御
部が、冷媒回路のうち複数の室内熱交換器のいずれかの液側端から液冷媒連絡管を介して
室外ユニットに至るまでの間の部分が液状態の冷媒で満たされているものと判定できる場
合に、暖房冷媒充填完了条件を満たすものとする。
【００１０】
　暖房冷媒充填運転の開始後に暖房冷媒充填完了条件に達することは、一部の冷媒の溜ま
りやすい室内熱交換器に冷媒が溜まっており、かつ、その下流側の液冷媒連絡管にも冷媒
が溜まっている状態になることを意味する。このため、ここでは、暖房冷媒充填完了条件
を満たすまで暖房冷媒充填運転を行うことによって、過充填になることを防ぎつつ、一部
の室内熱交換器に冷媒が溜まり、かつ、液冷媒連絡管にも冷媒が溜まっている状態にする
ことができる。
【００１１】
　これにより、ここでは、上記のような暖房冷媒充填完了条件を採用することによって、
冷媒回路全体として充填不足ではあるものの、規定量に近い量の冷媒が充填されている状
態を作り出すことができ、暖房冷媒充填運転の後に行う冷房冷媒充填運転の運転時間を短
縮して、室内温度の低下をさらに抑えることができる。
【００１２】
　第３の観点にかかる空気調和装置は、第１の観点にかかる空気調和装置において、制御
部が、複数の室内熱交換器のいずれかにおける冷媒の過冷却度が所定の閾過冷却度以上に
達した場合に、暖房冷媒充填完了条件を満たすものとする。
【００１３】
　室内熱交換器に冷媒が溜まってくると、室内熱交換器における冷媒の過冷却度が大きく
なるため、室内熱交換器に冷媒が溜まっているかどうかを検知することができる。そこで
、ここでは、上記のように、暖房冷媒充填完了条件を満たすかどうかを室内熱交換器にお
ける冷媒の過冷却度が閾過冷却度以上に達するかどうかによって判定するようにしている
。
【００１４】
　これにより、ここでは、上記のような暖房冷媒充填完了条件を採用することによって、
室内熱交換器に冷媒が溜まっているかどうかを確実に判定することができる。
【００１５】
　第４の観点にかかる空気調和装置は、第１又は第３の観点にかかる空気調和装置におい
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て、制御部が、複数の室内熱交換器のいずれかにおける冷媒の温度と液冷媒連絡管を流れ
る冷媒の温度との温度差が所定の閾液温度差以下に達した場合に、暖房冷媒充填完了条件
を満たすものとする。
【００１６】
　液冷媒連絡管に冷媒が溜まってくると、室外ユニット寄りの部分における冷媒の温度が
液冷媒連絡管の室内ユニット寄りの部分における冷媒の温度に近づくため、液冷媒連絡管
に冷媒が溜まっているかどうかを検知することができる。そこで、ここでは、上記のよう
に、暖房冷媒充填完了条件を満たすかどうかを複数の室内熱交換器のいずれかにおける冷
媒の温度と液冷媒連絡管を流れる冷媒の温度との温度差が所定の閾液温度差以下に達する
かどうかによって判定するようにしている。
【００１７】
　これにより、ここでは、上記のような暖房冷媒充填完了条件を採用することによって、
液冷媒連絡管に冷媒が溜まっているかどうかを確実に判定することができる。
【００１８】
　第５の観点にかかる空気調和装置は、第１、第３又は第４の観点にかかる空気調和装置
において、複数の室内ユニットが、室内熱交換器の液側端に室内熱交換器を流れる冷媒の
流量を調節する室内膨張弁をそれぞれ有している。そして、制御部は、複数の室内膨張弁
のいずれかの開度が所定の閾弁開度以上に達した場合に、暖房冷媒充填完了条件を満たす
ものとする。
【００１９】
　室内熱交換器に冷媒が溜まってくると、室内熱交換器における冷媒の過冷却度が大きく
なる。このとき、例えば、室内熱交換器における冷媒の過冷却度を目標過冷却度に近づけ
るように室内膨張弁の開度を制御していると、室内熱交換器における冷媒の過冷却度が大
きくなるにつれて室内膨張弁の開度が大きくなるため、室内熱交換器に冷媒が溜まってい
るかどうかを検知することができる。そこで、ここでは、上記のように、暖房冷媒充填完
了条件を満たすかどうかを複数の室内膨張弁のいずれかの開度が所定の閾弁開度以上に達
するかどうかによって判定するようにしている。
【００２０】
　これにより、ここでは、上記のような暖房冷媒充填完了条件を採用することによって、
室内熱交換器に冷媒が溜まっているかどうかを確実に判定することができる。
【００２１】
　第６の観点にかかる空気調和装置は、第１～第５の観点のいずれかにかかる空気調和装
置において、制御部が、冷媒回路に冷媒を充填する際に、暖房冷媒充填運転を行うことな
く、冷房冷媒充填運転を開始して、冷媒充填完了条件を満たすまで冷房冷媒充填運転を行
うことが可能である。
【００２２】
　室外温度が低くない場合には、室内温度の低下を避けなくてもよいため、冷媒回路に冷
媒を充填する際に、冷房冷媒充填運転のみを行うことが許容される。そこで、ここでは、
上記のように、冷媒回路に冷媒を充填する際に、暖房冷媒充填運転を行うことなく、冷房
冷媒充填運転を開始して、冷媒充填完了条件を満たすまで冷房冷媒充填運転を行うことも
可能にしている。
【００２３】
　これにより、ここでは、上記のように、冷房冷媒充填運転のみも行えるようにすること
によって、室外温度が低くない場合にも、適切に規定量の冷媒を冷媒回路に充填できる冷
媒充填運転を可能にできる。
【００２４】
　第７の観点にかかる空気調和装置は、第６の観点にかかる空気調和装置において、制御
部が、室外温度又は室内温度に応じて、冷媒回路に冷媒を充填する際に、暖房冷媒充填運
転を行うかどうかを選択する。
【００２５】



(6) JP 2017-116155 A 2017.6.29

10

20

30

40

50

　上記のように、室外温度が低く室内温度の低下を避けたい場合には暖房冷媒充填運転を
行うことが好ましく、室外温度が低くなく室内温度の低下を避けなくてもよい場合には暖
房冷媒充填運転を行わなくてもよい。そこで、ここでは、上記のように、室外温度又は室
内温度に応じて、冷媒回路に冷媒を充填する際に、暖房冷媒充填運転を行うかどうかを選
択するようにしている。
【００２６】
　これにより、ここでは、上記のように、室外温度又は室内温度に応じて暖房冷媒充填運
転を行うかどうかを選択することによって、暖房冷媒充填運転及び冷房冷媒充填運転を組
み合わせて行う冷媒充填運転と、冷房冷媒充填運転のみを行う冷媒充填運転と、適切に使
い分けることができる。
【発明の効果】
【００２７】
　以上の説明に述べたように、本発明によれば、暖房冷媒充填運転及び冷房冷媒充填運転
を組み合わせて行うことによって、室外温度が低い場合であっても、室内温度を過度に低
下させることなく、かつ、適切に規定量の冷媒を冷媒回路に充填できる冷媒充填運転を可
能にできる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の一実施形態にかかる空気調和装置の概略構成図である。
【図２】空気調和装置の制御ブロック図である。
【図３】冷媒回路に冷媒を充填する際の空気調和装置の概略構成図である。
【図４】第１冷媒充填運転のフローチャートである。
【図５】第２冷媒充填運転のフローチャートである。
【図６】変形例４にかかる冷媒充填運転モードのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、本発明にかかる空気調和装置の実施形態について、図面に基づいて説明する。尚
、本発明にかかる空気調和装置の実施形態の具体的な構成は、下記の実施形態及びその変
形例に限られるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲で変更可能である。
【００３０】
　（１）空気調和装置の構成
　図１は、本発明の一実施形態にかかる空気調和装置１の概略構成図である。空気調和装
置１は、蒸気圧縮式の冷凍サイクルによって、ビル等の室内の冷房や暖房を行う装置であ
る。空気調和装置１は、主として、室外ユニット２と、互いが並列に接続された複数（こ
こでは、２つ）の室内ユニット５ａ、５ｂと、室外ユニット２と室内ユニット５ａ、５ｂ
とを接続する液冷媒連絡管６及びガス冷媒連絡管７と、を有している。そして、空気調和
装置１の蒸気圧縮式の冷媒回路１０は、室外ユニット２と複数の室内ユニット５ａ、５ｂ
とが、液冷媒連絡管６及びガス冷媒連絡管７を介して接続されることによって構成されて
いる。
【００３１】
　＜室内ユニット＞
　室内ユニット５ａ、５ｂは、ビル等の室内に設置されている。室内ユニット５ａ、５ｂ
は、上記のように、液冷媒連絡管６及びガス冷媒連絡管７を介して室外ユニット２に接続
されており、冷媒回路１０の一部を構成している。
【００３２】
　次に、室内ユニット５ａ、５ｂの構成について説明する。尚、室内ユニット５ａと室内
ユニット５ｂとは同様の構成であるため、ここでは、室内ユニット５ａの構成のみ説明し
、室内ユニット５ｂの構成については、それぞれ、室内ユニット５ａの各部を示す添え字
「ａ」の代わりに添え字「ｂ」を付して、各部の説明を省略する。
【００３３】
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　室内ユニット５ａは、主として、室内膨張弁５１ａと、室内熱交換器５２ａと、を有し
ている。また、室内ユニット５ａは、室内熱交換器５２ａの液側端と液冷媒連絡管６とを
接続する室内液冷媒管５３ａと、室内熱交換器５２ａのガス側端とガス冷媒連絡管７とを
接続する室内ガス冷媒管５４ａと、を有している。
【００３４】
　室内膨張弁５１ａは、室内熱交換器５２ａを流れる冷媒の流量の調節等を行う開度調節
が可能な電動膨張弁であり、室内液冷媒管５３ａに設けられている。
【００３５】
　室内熱交換器５２ａは、冷媒と室内空気との熱交換を行うための熱交換器である。室内
熱交換器５２ａは、その液側端が室内液冷媒管５３ａに接続されており、ガス側端が室内
ガス冷媒管５４ａに接続されている。ここで、室内ユニット５ａは、室内ユニット５ａ内
に室内空気を吸入して、室内熱交換器５２ａにおいて冷媒と熱交換させた後に、供給空気
として室内に供給するための室内ファン５５ａを有している。すなわち、室内ユニット５
ａは、室内熱交換器５２ａを流れる冷媒の加熱源又は冷却源としての室内空気を室内熱交
換器５２ａに供給するファンとして、室内ファン５５ａを有している。室内ファン５５ａ
は、室内ファンモータ５６ａによって駆動される。
【００３６】
　室内ユニット５ａには、各種のセンサが設けられている。具体的には、室内ユニット５
ａには、室内熱交換器５２ａの液側端における冷媒の温度Ｔｒｌａを検出する室内熱交液
側センサ５７ａと、室内熱交換器５２ａのガス側端における冷媒の温度Ｔｒｇａを検出す
る室内熱交ガス側センサ５８ａと、室内ユニット５ａ内に吸入される室内空気の温度Ｔｒ
ａａを検出する室内空気センサ５９ａと、が設けられている。
【００３７】
　室内ユニット５ａは、室内ユニット５ａを構成する各部の動作を制御する室内側制御部
５０ａを有している。そして、室内側制御部５０ａは、室内ユニット５ａの制御を行うた
めに設けられたマイクロコンピュータやメモリ等を有しており、通信線を介して室外ユニ
ット２との間で制御信号等のやりとりを行うことができるようになっている。ここで、室
内ユニット５ａを個別に操作するためのリモコン（図示せず）が設けられる場合には、こ
のようなリモコンも室内側制御部５０ａに含まれるものとする。
【００３８】
　＜室外ユニット＞
　室外ユニット２は、ビル等の室外に設置されている。室外ユニット２は、上記のように
、液冷媒連絡管６及びガス冷媒連絡管７を介して室内ユニット５ａ、５ｂに接続されてお
り、冷媒回路１０の一部を構成している。
【００３９】
　次に、室外ユニット２の構成について説明する。
【００４０】
　室外ユニット２は、主として、圧縮機２１と、切換機構２３と、室外熱交換器２４と、
室外膨張弁２５と、を有している。また、室外ユニット２は、室外熱交換器２４の液側端
と液冷媒連絡管６とを接続する室外液冷媒管２６と、切換機構２３と圧縮機２１の吸入側
とを接続する吸入管２７と、圧縮機２１の吐出側と切換機構２３とを接続する吐出管２８
と、切換機構２３と室外熱交換器２４のガス側端とを接続する第１室外ガス冷媒管２９と
、ガス冷媒連絡管７と切換機構２３とを接続する第２室外ガス冷媒管３０と、を有してい
る。室外液冷媒管２６の液冷媒連絡管６との接続部には、液側閉鎖弁３１が設けられてお
り、第２室外ガス冷媒管３０のガス冷媒連絡管７との接続部には、ガス側閉鎖弁３２が設
けられている。液側閉鎖弁３１及びガス側閉鎖弁３２は、手動で開閉される弁である。
【００４１】
　圧縮機２１は、低圧の冷媒を高圧になるまで圧縮する機器である。ここでは、圧縮機２
１として、ロータリ式やスクロール式等の容積式の圧縮要素（図示せず）が圧縮機用モー
タ２２によって回転駆動される密閉式構造の圧縮機が使用されている。また、ここでは、
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圧縮機用モータ２２は、インバータ等により回転数制御が可能になっており、これにより
、圧縮機２１の容量制御が可能になっている。
【００４２】
　切換機構２３は、冷媒回路１０における冷媒の流れ方向を切り換えることが可能な四路
切換弁である。ここで、切換機構２３は、冷房運転時において、圧縮機２１の吸入側を吸
入管２７及び第２室外ガス冷媒管３０を通じてガス冷媒連絡管７に連通させ、かつ、圧縮
機２１の吐出側を吐出管２８及び第１室外ガス冷媒管２９を通じて室外熱交換器２４のガ
ス側端に連通させる切り換えが可能な機構である。すなわち、冷媒回路１０は、このよう
な切換機構２３の切り換えによって、室外熱交換器２４を冷媒の放熱器として機能させ、
かつ、室内熱交換器５２ａ、５２ｂを冷媒の蒸発器として機能させる冷房サイクル状態（
図１の切換機構２３の実線を参照）に切り換え可能になっている。また、切換機構２３は
、暖房運転時において、圧縮機２１の吸入側を吸入管２７及び第１室外ガス冷媒管２９を
通じて室外熱交換器２４のガス側端に連通させ、かつ、圧縮機２１の吐出側を吐出管２８
及び第２室外ガス冷媒管３０を通じてガス冷媒連絡管７に連通させる切り換えが可能な機
構である。すなわち、冷媒回路１０は、このような切換機構２３の切り換えによって、室
外熱交換器２４を冷媒の蒸発器として機能させ、かつ、室内熱交換器５２ａ、５２ｂを冷
媒の放熱器として機能させる暖房サイクル状態（図１の切換機構２３の破線を参照）に切
り換え可能になっている。尚、切換機構２３は、四路切換弁に限られるものではなく、複
数の電磁弁及び冷媒管を組み合わせることによって、上記のような冷媒の流れ方向の切り
換えを行えるように構成したものであってもよい。
【００４３】
　室外熱交換器２４は、冷媒と室外空気との熱交換を行うための機器である。室外熱交換
器２４は、その液側端が室外液冷媒管２６に接続されており、ガス側端が第１室外ガス冷
媒管２９に接続されている。ここで、室外ユニット２は、室外ユニット２内に室外空気を
吸入して、室外熱交換器２４において冷媒と熱交換させた後に、ユニット外に排出するた
めの室外ファン３３を有している。すなわち、室外ユニット２は、室外熱交換器２４を流
れる冷媒の冷却源又は加熱源としての室外空気を室外熱交換器２４に供給するファンとし
て、室外ファン３３を有している。室外ファン３３は、室外ファンモータ３４によって駆
動される。
【００４４】
　室外膨張弁２５は、室外熱交換器２４を流れる冷媒の流量の調節等を行う開度調節が可
能な電動膨張弁であり、室外液冷媒管２６に設けられている。
【００４５】
　また、室外液冷媒管２６には、冷媒戻し管３５が接続されており、冷媒冷却器３９が設
けられている。冷媒戻し管３５は、室外液冷媒管２６を流れる冷媒の一部を分岐して圧縮
機２１に戻す冷媒管である。冷媒冷却器３９は、冷媒戻し管３５を流れる冷媒によって室
外液冷媒管２６を流れる冷媒を冷却する熱交換器であり、ここでは、室外液冷媒連絡管２
６のうち室外膨張弁２５よりも液冷媒連絡管６側の部分に設けられている。
【００４６】
　冷媒戻し管３５は、ここでは、室外液冷媒管２６から分岐した冷媒を圧縮機２１の吸入
側に送る冷媒管である。そして、冷媒戻し管３５は、主として、冷媒戻し入口管３６と、
冷媒戻し出口管３７と、を有している。冷媒戻し入口管３６は、室外液冷媒管２６を流れ
る冷媒の一部を分岐させて冷媒冷却器３９の冷媒戻し管３５側の入口に送る冷媒管であり
、ここでは、室外膨張弁２５と冷媒冷却器３９との間の部分に接続されている。冷媒戻し
入口管３６には、冷媒戻し管３５を流れる冷媒の流量の調節等を行う冷媒戻し膨張弁３８
が設けられている。ここで、冷媒戻し膨張弁３８は、電動膨張弁からなる。冷媒戻し出口
管３７は、冷媒冷却器３９の冷媒戻し管３５側の出口から圧縮機２１の吸入側に接続され
た吸入管２７に送る冷媒管である。そして、冷媒冷却器３９は、冷媒戻し管３５を流れる
低圧の冷媒によって室外液冷媒管２６を流れる冷媒を冷却するようになっている。尚、冷
媒戻し管３５は、圧縮機２１の吸入側ではなく、圧縮機２１の圧縮行程の途中に冷媒を送
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る冷媒管であってもよい。この場合には、冷媒冷却器３９が、冷媒戻し管３５を流れる中
間圧の冷媒によって室外液冷媒管２６を流れる冷媒を冷却することになる。
【００４７】
　また、冷媒回路１０には、冷媒回路１０に冷媒を充填する際に冷媒ボンベ等を接続する
ためのサービスノズル４０が設けられている。ここで、サービスノズル４０は、吸入管２
７に接続されている。尚、サービスノズル４０を設ける位置は、吸入管２７に限定される
ものではなく、冷媒回路１０の他の位置であってもよい。また、閉鎖弁３１、３２がサー
ビスポートを有する場合には、サービスノズル４０として、閉鎖弁３１、３２のサービス
ポートを使用してもよい。
【００４８】
　室外ユニット２には、各種のセンサが設けられている。具体的には、室外ユニット２の
圧縮機２１周辺には、圧縮機２１の吸入圧力Ｐｓを検出する吸入圧力センサ４１と、圧縮
機２１の吸入温度Ｔｓを検出する吸入温度センサ４２と、圧縮機２１の吐出圧力Ｐｄを検
出する吐出圧力センサ４３と、圧縮機２１の吐出温度Ｔｄを検出する吐出温度センサ４４
と、が設けられている。また、室外液冷媒管２６のうち冷媒冷却器３９よりも室外熱交換
器２４側の部分（ここでは、室外膨張弁２５よりも室外熱交換器２４側の部分）には、室
外熱交換器２４の液側端における冷媒の温度Ｔｏｌを検出する室外熱交液側センサ４５が
設けられている。また、室外熱交換器２４又は室外ファン３３の周辺には、室外ユニット
２内に吸入される室外空気の温度Ｔｏａを検出する室外空気センサ４６が設けられている
。また、室外液冷媒管２６のうち冷媒冷却器３９と液側閉鎖弁３１との間の部分には、冷
媒冷却器３９から液冷媒連絡管６に送られる冷媒又は液冷媒連絡管６から冷媒冷却器３９
に送られる冷媒の温度Ｔｌｐを検出する液管側センサ４７が設けられている。さらに、冷
媒戻し出口管３７には、冷媒冷却器３９の冷媒戻し管３５側の出口を流れる冷媒の温度Ｔ
ｏｒを検出する冷媒戻し側センサ４８が設けられている。
【００４９】
　室外ユニット２は、室外ユニット２を構成する各部の動作を制御する室外側制御部２０
を有している。そして、室外側制御部２０は、室外ユニット２の制御を行うために設けら
れたマイクロコンピュータやメモリ等を有しており、室内ユニット５ａ、５ｂの室内側制
御部５０ａ、５０ｂとの間で通信線を介して制御信号等のやりとりを行うことができるよ
うになっている。
【００５０】
　＜冷媒連絡管＞
　冷媒連絡管６、７は、空気調和装置１をビル等の設置場所に設置する際に、現地にて施
工される冷媒管であり、設置場所や室外ユニット２と室内ユニット５ａ、５ｂとの組み合
わせ等の設置条件に応じて種々の長さや管径を有するものが使用される。
【００５１】
　＜制御部＞
　室内ユニット５ａ、５ｂの室内側制御部５０ａ、５０ｂと室外ユニット２の室外側制御
部２０とは、通信線等を介して通信可能に接続されることによって、空気調和装置１全体
の運転制御を行う制御部８を構成している。制御部８は、図２に示されるように、各種セ
ンサ４１～４８、５７ａ～５９ａ、５７ｂ～５９ｂの検出信号を受けることができるよう
に接続されるとともに、これらの検出信号等に基づいて各種機器２１、２３、２５、３３
、３８、５１ａ、５５ａ、５１ｂ、５５ｂ等を制御することができるように接続されてい
る。ここで、図２は、空気調和装置１の制御ブロック図である。
【００５２】
　以上のように、空気調和装置１は、室外熱交換器２４を有する室外ユニット２と、室内
熱交換器５２ａ、５２ｂを有する複数の室内ユニット５ａ、５ｂと、が液冷媒連絡管６及
びガス冷媒連絡管７を介して接続されることによって構成されており、冷媒回路１０と制
御部８とを有している。冷媒回路１０は、室外熱交換器２４を冷媒の放熱器として機能さ
せ、かつ、室内熱交換器５２ａ、５２ｂを冷媒の蒸発器として機能させる冷房サイクル状
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態と、室外熱交換器２４を冷媒の蒸発器として機能させ、かつ、室内熱交換器５２ａ、５
２ｂを冷媒の放熱器として機能させる暖房サイクル状態と、に切り換え可能になっている
。制御部８は、室外ユニット２及び複数の室内ユニット５ａ、５ｂを構成する機器を制御
するようになっている。
【００５３】
　（２）空気調和装置の通常運転モードにおける動作
　次に、複数の室内ユニット５ａ、５ｂの運転負荷に応じて室外ユニット２及び室内ユニ
ット５ａ、５ｂを構成する機器の制御を行う際の空気調和装置１の動作（通常運転モード
）について説明する。
【００５４】
　通常運転モードには、主として、室内の冷房を行う冷房運転と、室内の暖房運転を行う
暖房運転と、がある。以下に説明する通常運転モードにおける室外ユニット２及び複数の
室内ユニット５ａ、５ｂを構成する機器の制御は、制御部８によって行われる。
【００５５】
　＜冷房運転＞
　通常運転モードにおける冷房運転について、図１及び図２を用いて説明する。
【００５６】
　リモコン（図示せず）等からの入力によって冷房運転の指示がなされると、制御部８に
よって、冷媒回路１０が冷房サイクル状態（図１の切換機構２３の実線で示された状態）
になるように切換機構２３が切り換わり、圧縮機２１、室外ファン３３及び室内ファン５
５ａ、５５ｂが起動し、また、膨張弁２５、３８、５１ａ、５１ｂ等が所定の動作を行う
。
【００５７】
　すると、冷媒回路１０内の低圧のガス冷媒は、圧縮機２１に吸入されて圧縮されて高圧
のガス冷媒となる。この高圧のガス冷媒は、切換機構２３を通じて室外熱交換器２４に送
られる。
【００５８】
　室外熱交換器２４に送られた高圧のガス冷媒は、冷媒の放熱器として機能する室外熱交
換器２４において、室外ファン３３によって供給される室外空気と熱交換を行って冷却さ
れることによって凝縮して、高圧の液冷媒となる。この高圧の液冷媒は、室外膨張弁２５
を通じて、冷媒冷却器３９に送られる。
【００５９】
　冷媒冷却器３９に送られた高圧の液冷媒は、冷媒戻し管３５を流れる冷媒と熱交換を行
ってさらに冷却され、液側閉鎖弁３１及び液冷媒連絡管６を通じて、室外ユニット２から
室内ユニット５ａ、５ｂに送られる。このとき、室外液冷媒管２６を流れる高圧の液冷媒
の一部は、冷媒戻し管３５に分岐され、冷媒戻し膨張弁３８によって減圧される。そして
、冷媒戻し膨張弁３８で減圧された冷媒は、冷媒冷却器３９に送られて、室外液冷媒管２
６を流れる高圧の液冷媒と熱交換を行って加熱されることによって蒸発して、ガス冷媒と
なり、圧縮機２１に戻される。
【００６０】
　室内ユニット５ａ、５ｂに送られた高圧の液冷媒は、室内膨張弁５１ａ、５１ｂによっ
て減圧されて、低圧の気液二相状態の冷媒となる。この低圧の気液二相状態の冷媒は、室
内熱交換器５２ａ、５２ｂに送られる。
【００６１】
　室内熱交換器５２ａ、５２ｂに送られた低圧の気液二相状態の冷媒は、冷媒の蒸発器と
して機能する室内熱交換器５２ａ、５２ｂにおいて、室内ファン５５ａ、５５ｂによって
供給される室内空気と熱交換を行って加熱されることによって蒸発して、低圧のガス冷媒
となる。この低圧のガス冷媒は、ガス冷媒連絡管７を通じて、室内ユニット５ａ、５ｂか
ら室外ユニット２に送られる。
【００６２】
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　室外ユニット２に送られた低圧のガス冷媒は、ガス側閉鎖弁３２及び切換機構２３を通
じて、再び、圧縮機２１に吸入される。
【００６３】
　＜暖房運転＞
　通常運転モードにおける暖房運転について、図１及び図２を用いて説明する。
【００６４】
　リモコン（図示せず）等からの入力によって暖房運転の指示がなされると、制御部８に
よって、冷媒回路１０が暖房サイクル状態（図１の切換機構２３の破線で示された状態）
になるように切換機構２３が切り換わり、圧縮機２１、室外ファン３３及び室内ファン５
５ａ、５５ｂが起動し、また、膨張弁２５、３８、５１ａ、５１ｂ等が所定の動作を行う
。
【００６５】
　すると、冷媒回路１０内の低圧のガス冷媒は、圧縮機２１に吸入されて圧縮されて高圧
のガス冷媒となる。この高圧のガス冷媒は、切換機構２３、ガス側閉鎖弁３２及びガス冷
媒連絡管７を通じて、室外ユニット２から室内ユニット５ａ、５ｂに送られる。
【００６６】
　室内ユニット５ａ、５ｂに送られた高圧のガス冷媒は、室内熱交換器５２ａ、５２ｂに
送られる。
【００６７】
　室内熱交換器５２ａ、５２ｂに送られた高圧のガス冷媒は、冷媒の放熱器として機能す
る室内熱交換器５２ａ、５２ｂにおいて、室内ファン５５ａ、５５ｂによって供給される
室内空気と熱交換を行って冷却されることによって凝縮して、高圧の液冷媒となる。この
高圧の液冷媒は、室内膨張弁５１ａ、５１ｂ及び液冷媒連絡管６を通じて、室内ユニット
５ａ、５ｂから室外ユニット２に送られる。
【００６８】
　室外ユニット２に送られた冷媒は、液側閉鎖弁３１及び冷媒冷却器３９を通じて、室外
膨張弁２５に送られ、室外膨張弁２５によって減圧されて、低圧の気液二相状態の冷媒と
なる。この低圧の気液二相状態の冷媒は、室外熱交換器２４に送られる。
【００６９】
　室外熱交換器２４に送られた低圧の気液二相状態の冷媒は、冷媒の蒸発器として機能す
る室外熱交換器２４において、室外ファン３３によって供給される室外空気と熱交換を行
って加熱されることによって蒸発して、低圧のガス冷媒となる。この低圧のガス冷媒は、
切換機構２３を通じて、再び、圧縮機２１に吸入される。
【００７０】
　（３）空気調和装置の冷媒充填運転モードにおける動作
　次に、空気調和装置１の設置後やメンテナンス後に規定量の冷媒を冷媒回路１０に充填
する際の空気調和装置１の動作（冷媒充填運転モード）について説明する。ここでは、図
３に示すように、冷媒回路１０のサービスポート４０に冷媒ボンベ９０を接続して、規定
量になるまで冷媒を冷媒回路１０に充填する場合を例に挙げて説明する。尚、ここでは採
用していないが、室外ユニット２が冷媒貯留タンク（図示せず）を有する場合には、この
冷媒貯留タンクから冷媒回路１０に冷媒を充填するものであってもよい。
【００７１】
　冷媒充填運転モードには、主として、室外温度が低くなく室内温度の低下を避けなくて
もよい場合に適した第１冷媒充填運転と、室外温度が低く室内温度の低下を避けたい場合
に適した第２冷媒充填運転と、がある。以下に説明する冷媒充填運転モードにおける室外
ユニット２及び複数の室内ユニット５ａ、５ｂを構成する機器の制御は、制御部８によっ
て行われる。
【００７２】
　＜第１冷媒充填運転＞
　冷媒充填運転モードにおける第１冷媒充填運転について、図３及び図４を用いて説明す
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る。ここで、第１冷媒充填運転は、室外温度が低くなく室内温度の低下を避けなくてもよ
い場合に適した冷媒充填運転であり、ここでは、冷媒充填の作業者が選択して指示可能に
なっているものとする。
【００７３】
　まず、第１冷媒充填運転に先立って、サービスノズル４０を通じて冷媒ボンベ９０を冷
媒回路１０に接続する等によって冷媒を充填することが可能な状態にする。ここで、冷媒
回路１０が予め冷媒が充填された室外ユニット２を使用して構成されている場合には、こ
の冷媒を冷媒回路１０内に充満させておく。また、室外ユニット２に予め冷媒が充填され
ていない場合には、第１冷媒充填運転を行う際に機器故障等が発生しない程度まで、冷媒
ボンベ９０等から冷媒を冷媒回路１０内に充満させておく。
【００７４】
　次に、リモコン（図示せず）等からの入力によって第１冷媒充填運転の指示がなされる
と、制御部８によって、図４に示されるステップＳＴ１１～ＳＴ１２の処理が行われる。
【００７５】
　－ステップＳＴ１１－
　第１冷媒充填運転の開始指令がなされると、ステップＳＴ１１において、冷媒回路１０
内の冷媒が所定の循環状態になるように圧縮機２１を含む構成機器を制御する冷房冷媒充
填運転が行われる。ここで、冷房冷媒充填運転における所定の循環状態とは、冷媒回路１
０が冷房サイクル状態（図３の切換機構２３の実線で示された状態）になるように切換機
構２３が切り換わり、室内ユニット５ａ、５ｂのすべてについて強制的に冷房運転（以下
、「室内全数冷房」とする）を行うように制御した状態である。これにより、圧縮機２１
には低圧のガス冷媒が高圧に圧縮されながら流れる状態になる。冷媒回路１０のうち圧縮
機２１の吐出側から吐出管２８、切換機構２３及び第１室外ガス冷媒管２９を通じて室外
熱交換器２４のガス側端に至るまでの部分には、高圧のガス冷媒が流れる状態になる。室
外熱交換器２４には、室外空気との熱交換によってガス状態から液状態に相変化しながら
高圧の冷媒が流れる状態になる。冷媒回路１０のうち室外熱交換器２４の液側端から室外
液冷媒管２６、室外膨張弁２５、冷媒冷却器３９、液側閉鎖弁３１、液冷媒連絡管６及び
室内液冷媒管５３ａ、５３ｂを通じて室内膨張弁５１ａ、５１ｂに至るまでの部分には、
高圧の液冷媒が流れる状態になる。冷媒回路１０のうち室内膨張弁５１ａ、５１ｂから室
内液冷媒管５３ａ、５３ｂを通じて室内熱交換器５２ａ、５２ｂの液側端に至るまでの部
分には、低圧の気液二相状態の冷媒が流れる状態になる。室内熱交換器５２ａ、５２ｂに
は、室内空気との熱交換によって気液二相状態からガス状態に相変化しながら低圧の冷媒
が流れる状態になる。冷媒回路１０のうち室内熱交換器５２ａ、５２ｂのガス側端から室
内ガス冷媒管５４ａ、５４ｂ、ガス冷媒連絡管７、第２室外ガス冷媒管３０、ガス側閉鎖
弁３２、切換機構２３及び吸入管２７を通じて圧縮機２１の吸入側に至るまでの部分には
、低圧のガス冷媒が流れる状態になる。
【００７６】
　しかも、ここでは、冷媒回路１０における低圧Ｐｅ（蒸発温度Ｔｅ）が目標低圧Ｐｅｓ
（目標蒸発温度Ｔｅｓ）で一定になるように圧縮機２１の運転容量（ここでは、圧縮機用
モータ２２の回転数）を制御（以下、「低圧制御」とする）している。ここで、冷媒回路
１０における低圧Ｐｅ（蒸発温度Ｔｅ）としては、吸入圧力センサ４１によって検出され
る圧縮機２１の吸入圧力Ｐｓ（吸入圧力Ｐｓを冷媒の飽和温度に換算したもの）を使用す
ることができる。これにより、冷媒回路１０における低圧Ｐｅ（蒸発温度Ｔｅ）及び高圧
Ｐｃ（凝縮温度Ｔｃ）を安定させるようにしている。
【００７７】
　また、ここでは、冷媒の蒸発器として機能する室内熱交換器５２ａ、５２ｂにおける冷
媒の過熱度ＳＨｒａ、ＳＨｒｂが目標過熱度ＳＨｒａｓ、ＳＨｒｂｓで一定になるように
室内膨張弁５１ａ、５１ｂの開度を制御（以下、「室内過熱度制御」とする）している。
ここで、室内熱交換器５２ａ、５２ｂにおける冷媒の過熱度ＳＨｒａ、ＳＨｒｂとしては
、室内熱交ガス側センサ５８ａ、５８ｂによって検出される室内熱交換器５２ａ、５２ｂ
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のガス側端における冷媒の温度Ｔｒｇａ、Ｔｒｇｂから冷媒回路１０における蒸発温度Ｔ
ｅを差し引いて得られる温度差を使用することができる。冷媒回路１０における蒸発温度
Ｔｅとしては、吸入圧力センサ４１によって検出される圧縮機２１の吸入圧力Ｐｓを冷媒
の飽和温度に換算したもの、又は、室外熱交液側センサ５７ａ、５７ｂによって検出され
る室内熱交換器５２ａ、５２ｂの液側端における冷媒の温度Ｔｒｌａ、Ｔｒｌｂを使用す
ることができる。これにより、冷媒回路１０のうち室内熱交換器５２ａ、５２ｂのガス側
端から室内ガス冷媒管５４ａ、５４ｂ、ガス冷媒連絡管７、第２室外ガス冷媒管３０、ガ
ス側閉鎖弁３２、切換機構２３及び吸入管２７を通じて圧縮機２１の吸入側に至るまでの
部分に低圧のガス冷媒が確実に流れるようにしている。また、冷媒の蒸発器として機能す
る室内熱交換器５２ａ、５２ｂに溜まる冷媒の量を安定させるようにしている。
【００７８】
　さらに、ここでは、冷媒冷却器３９から液冷媒連絡管６を通じて室内膨張弁５１ａ、５
１ｂに送られる冷媒の温度Ｔｌｐが目標液管温度Ｔｌｐｓで一定になるように冷媒冷却器
３９の熱交換能力（ここでは、冷媒戻し膨張弁３８の開度）を制御（以下、「液管温度制
御」とする）している。ここで、冷媒の温度Ｔｌｐは、液管側センサ４７によって検出さ
れる冷媒の温度を使用することができる。これにより、冷媒回路１０のうち冷媒冷却器３
９から液側閉鎖弁３１、液冷媒連絡管６及び室内液冷媒管５３ａ、５３ｂを通じて室内膨
張弁５１ａ、５１ｂに至るまでの部分に高圧の液冷媒が流れるようにしている。
【００７９】
　このような冷房冷媒充填運転によって、冷媒回路１０内を循環する冷媒の状態が安定す
るため、冷媒回路１０に冷媒が充填されると、主として、冷媒回路１０のうち冷媒の放熱
器として機能する室外熱交換器２４から室外液冷媒管２６、室外膨張弁２５、冷媒冷却器
３９、液側閉鎖弁３１、液冷媒連絡管６及び室内液冷媒管５３ａ、５３ｂを通じて室内膨
張弁５１ａ、５１ｂに至るまでの部分に冷媒が徐々に溜まる状態が作り出されることにな
る。
【００８０】
　－ステップＳＴ１２－
　ステップＳＴ１１の冷房冷媒充填運転を行いつつ、冷媒回路１０に冷媒を充填すると、
冷媒回路１０内の冷媒量が徐々に増加し、冷媒の放熱器として機能する室外熱交換器２４
やその下流側の液冷媒連絡管６等に冷媒が溜まることになる。そして、規定量の冷媒が冷
媒回路１０に充填された状態になると、冷媒の放熱器として機能する室外熱交換器２４に
おける冷媒の過冷却度ＳＣｏ（又は過冷却度ＳＣｏと等価な状態量）が、規定量の冷媒が
冷媒回路１０に充填されていることを意味する冷媒充填完了規定値Ｑｔに達することにな
る。
【００８１】
　このため、ステップＳＴ１２においては、ステップＳＴ１１の冷房冷媒充填運転を行い
つつ冷媒回路１０に冷媒を充填している際に、冷媒の放熱器として機能する室外熱交換器
２４における冷媒の過冷却度ＳＣｏ（又は過冷却度ＳＣｏと等価な状態量）の変化を利用
して、規定量の冷媒が冷媒回路１０に充填された状態になることを意味する冷媒充填完了
条件を満たすかどうかを判定するようにしている。ここで、室外熱交換器２４における冷
媒の過冷却度ＳＣｏとしては、冷媒回路１０における凝縮温度Ｔｃから室外熱交液側セン
サ４５によって検出される室外熱交換器２４の液側端における冷媒の温度Ｔｏｌを差し引
いて得られる温度差を使用することができる。冷媒回路１０における凝縮温度Ｔｃとして
は、吐出圧力センサ４３によって検出される圧縮機２１の吐出圧力Ｐｄを冷媒の飽和温度
に換算したものを使用することができる。これにより、冷媒回路１０に充填された冷媒が
規定量に達していないときは、ステップＳＴ１２において、冷媒の放熱器として機能する
室外熱交換器２４における冷媒の過冷却度ＳＣｏ（又は過冷却度ＳＣｏと等価な状態量）
が冷媒充填完了規定値Ｑｔに達していない、すなわち、冷媒充填完了条件を満たしていな
いものと判定され、ステップＳＴ１２の処理が繰り返されることになる。そして、ステッ
プＳＴ１２において、冷媒の放熱器として機能する室外熱交換器２４における冷媒の過冷
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却度ＳＣｏ（又は過冷却度ＳＣｏと等価な状態量）が冷媒充填完了規定値Ｑｔに達してい
る、すなわち、冷媒充填完了条件を満たしているものと判定された後に、冷媒ボンベ９０
等からの冷媒の充填を終了するのである。
【００８２】
　尚、過冷却度ＳＣｏと等価な状態量及び冷媒充填完了規定値Ｑｔとしては、過冷却度Ｓ
Ｃｏの変化に伴って変化する状態量であれば使用することが可能であり、例えば、冷房冷
媒充填運転中の過冷却度ＳＣｏや他の温度・圧力等の状態量に基づいて冷媒回路１０内の
冷媒量を算出して、これを過冷却度ＳＣｏと等価な状態量とし、冷媒の規定量を冷媒充填
完了規定値Ｑｔとしてもよい。
【００８３】
　＜第２冷媒充填運転＞
　冷媒充填運転モードにおける第２冷媒充填運転について、図３及び図５を用いて説明す
る。ここで、第２冷媒充填運転は、室外温度が低く室内温度の低下を避けたい場合に適し
た冷媒充填運転であり、ここでは、冷媒充填の作業者が選択して指示可能になっているも
のとする。
【００８４】
　まず、第１冷媒充填運転と同様に、第２冷媒充填運転に先立って、サービスノズル４０
を通じて冷媒ボンベ９０を冷媒回路１０に接続する等によって冷媒を充填することが可能
な状態にする。ここで、冷媒回路１０が予め冷媒が充填された室外ユニット２を使用して
構成されている場合には、この冷媒を冷媒回路１０内に充満させておく。また、室外ユニ
ット２に予め冷媒が充填されていない場合には、第１冷媒充填運転を行う際に機器故障等
が発生しない程度まで、冷媒ボンベ９０等から冷媒を冷媒回路１０内に充満させておく。
【００８５】
　次に、リモコン（図示せず）等からの入力によって第２冷媒充填運転の指示がなされる
と、制御部８によって、図５に示されるステップＳＴ２１～ＳＴ２４の処理が行われる。
【００８６】
　－ステップＳＴ２１－
　第２冷媒充填運転の開始指令がなされると、まず、ステップＳＴ２１において、冷媒回
路１０内の冷媒が所定の循環状態になるように圧縮機２１を含む構成機器を制御する暖房
冷媒充填運転が行われる。ここで、暖房冷媒充填運転における所定の循環状態とは、冷媒
回路１０が暖房サイクル状態（図３の切換機構２３の破線で示された状態）になるように
切換機構２３が切り換わり、室内ユニット５ａ、５ｂのすべてについて強制的に暖房運転
（以下、「室内全数暖房」とする）を行うように制御した状態である。これにより、圧縮
機２１には低圧のガス冷媒が高圧に圧縮されながら流れる状態になる。冷媒回路１０のう
ち圧縮機２１の吐出側から吐出管２８、切換機構２３、第２室外ガス冷媒管３０、ガス側
閉鎖弁３２、ガス冷媒連絡管７及び室内ガス冷媒管５４ａ、５４ｂを通じて室内熱交換器
５２ａ、５２ｂのガス側端に至るまでの部分には、高圧のガス冷媒が流れる状態になる。
室内熱交換器５２ａ、５２ｂには、室内空気との熱交換によってガス状態から液状態に相
変化しながら高圧の冷媒が流れる状態になる。冷媒回路１０のうち室内熱交換器５２ａ、
５２ｂの液側端から室内液冷媒管５３ａ、５３ｂ、室内膨張弁５１ａ、５１ｂ、液冷媒連
絡管６、室外液冷媒管２６、液側閉鎖弁３１及び冷媒冷却器３９を通じて室外膨張弁２５
に至るまでの部分には、高圧の液冷媒が流れる状態になる。冷媒回路１０のうち室外膨張
弁２５から室外熱交換器２４の液側端に至るまでの部分には、低圧の気液二相状態の冷媒
が流れる状態になる。室外熱交換器２４には、室外空気との熱交換によって気液二相状態
からガス状態に相変化しながら低圧の冷媒が流れる状態になる。冷媒回路１０のうち室外
熱交換器２４のガス側端から第１室外ガス冷媒管２９、切換機構２３及び吸入管２７を通
じて圧縮機２１の吸入側に至るまでの部分には、低圧のガス冷媒が流れる状態になる。こ
のように、第２冷媒充填運転では、室内温度の低下を避けるために、室内の冷房を行うこ
とになる冷房冷媒充填運転ではなく、まず、室内の暖房を行う暖房冷媒充填運転を行うよ
うにしている。
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【００８７】
　しかも、ここでは、冷媒回路１０における高圧Ｐｃ（凝縮温度Ｔｃ）が目標高圧Ｐｃｓ
（目標凝縮温度Ｔｃｓ）で一定になるように圧縮機２１の運転容量（ここでは、圧縮機用
モータ２２の回転数）を制御（以下、「高圧制御」とする）している。ここで、冷媒回路
１０における高圧Ｐｃ（凝縮温度Ｔｃ）としては、吐出圧力センサ４３によって検出され
る圧縮機２１の吐出圧力Ｐｄ（吐出圧力Ｐｄを冷媒の飽和温度に換算したもの）を使用す
ることができる。これにより、冷媒回路１０における低圧Ｐｅ（蒸発温度Ｔｅ）及び高圧
Ｐｃ（凝縮温度Ｔｃ）を安定させるようにしている。
【００８８】
　また、ここでは、冷媒の蒸発器として機能する室外熱交換器２４における冷媒の過熱度
ＳＨｏが目標過熱度ＳＨｏｓで一定になるように室外膨張弁２５の開度を制御（以下、「
室外過熱度制御」とする）している。ここで、室外熱交換器２４における冷媒の過熱度Ｓ
Ｈｏとしては、吸入温度センサ４２によって検出される吸入温度Ｔｓから冷媒回路１０に
おける蒸発温度Ｔｅを差し引いて得られる温度差を使用することができる。冷媒回路１０
における蒸発温度Ｔｅとしては、吸入圧力センサ４１によって検出される圧縮機２１の吸
入圧力Ｐｓを冷媒の飽和温度に換算したものを使用することができる。これにより、冷媒
回路１０のうち室外熱交換器２４のガス側端から第１室外ガス冷媒管２９、切換機構２３
及び吸入管２７を通じて圧縮機２１の吸入側に至るまでの部分に低圧のガス冷媒が確実に
流れるようにしている。また、冷媒の蒸発器として機能する室外熱交換器２４に溜まる冷
媒の量を安定させるようにしている。
【００８９】
　さらに、ここでは、冷媒の放熱器として機能する室内熱交換器５２ａ、５２ｂにおける
冷媒の過冷却度ＳＣｒａ、ＳＣｒｂが目標過冷却度ＳＣｒａｓ、ＳＣｒｂｓで一定になる
ように室内膨張弁５１ａ、５１ｂの開度を制御（以下、「室内過冷却度制御」とする）し
ている。ここで、室内熱交換器５２ａ、５２ｂにおける冷媒の過冷却度ＳＣｒａ、ＳＣｒ
ｂとしては、冷媒回路１０における凝縮温度Ｔｃから室内熱交液側センサ５７ａ、５７ｂ
によって検出される室内熱交換器５２ａ、５２ｂの液側端における冷媒の温度Ｔｒｌａ、
Ｔｒｌｂを差し引いて得られる温度差を使用することができる。冷媒回路１０における凝
縮温度Ｔｃとしては、吐出圧力センサ４３によって検出される圧縮機２１の吐出圧力Ｐｄ
を冷媒の飽和温度に換算したものを使用することができる。これにより、冷媒回路１０の
うち室内熱交換器５２ａ、５２ｂから室内液冷媒管５３ａ、５３ｂ、室内膨張弁５１ａ、
５１ｂ、液冷媒連絡管６、室外液冷媒管２６、液側閉鎖弁３１及び冷媒冷却器３９を通じ
て室外膨張弁２５に至るまでの部分に高圧の液冷媒が流れるようにしている。
【００９０】
　このような暖房冷媒充填運転によって、冷媒回路１０内を循環する冷媒の状態が安定す
るため、冷媒回路１０に冷媒が充填されると、主として、冷媒回路１０のうち冷媒の放熱
器として機能する室内熱交換器５２ａ、５２ｂから室内液冷媒管５３ａ、５３ｂ、室内膨
張弁５１ａ、５１ｂ、液冷媒連絡管６、室外液冷媒管２６、液側閉鎖弁３１及び冷媒冷却
器３９を通じて室外膨張弁２５に至るまでの部分に冷媒が徐々に溜まる状態が作り出され
ることになる。
【００９１】
　－ステップＳＴ２２－
　ステップＳＴ２１の暖房冷媒充填運転を行いつつ、冷媒回路１０に冷媒を充填すると、
冷媒回路１０内の冷媒量が徐々に増加し、冷媒の放熱器として機能する室内熱交換器５２
ａ、５２ｂやその下流側の液冷媒連絡管６等に冷媒が溜まることになる。
【００９２】
　このとき、規定量の冷媒が冷媒回路１０に充填された状態になるまで、暖房冷媒充填運
転を行うことが考えられる。しかし、暖房冷媒充填運転において、冷媒の放熱器として機
能する室内熱交換器５２ａ、５２ｂの状態量に基づいて、冷媒が規定量まで充填されたか
どうかを判定しようとすると、室内熱交換器５２ａ、５２ｂが複数存在することで判定す
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べき状態量が複数になり、適切な判定を行うことが難しい。すなわち、複数の室内熱交換
器５２ａ、５２ｂが存在する場合には、室内熱交換器によって冷媒の溜まりやすさが異な
るため、全ての室内熱交換器５２ａ、５２ｂの状態量に基づいて判定すると、冷媒が溜ま
りにくい室内熱交換器に冷媒が溜まったものと判定された時点では、冷媒が溜まりやすい
室内熱交換器に冷媒が過剰に溜まった状態になっており、冷媒回路１０全体として、過充
填になるおそれがある。また、一部の室内熱交換器の状態量に基づいて判定すると、冷媒
が溜まりやすい室内熱交換器に冷媒が溜まったものと判定された時点では、冷媒が溜まり
にくい室内熱交換器に冷媒がほとんど溜まっておらず、冷媒回路１０全体として、充填不
足になるおそれがある。
【００９３】
　このため、ステップＳＴ２２においては、冷媒回路１０全体として過充填になることを
防ぐために、ステップＳＴ２１の暖房冷媒充填運転を行いつつ冷媒回路１０に冷媒を充填
している際に、冷媒の放熱器として機能する室内熱交換器５２ａ、５２ｂのいずれかに冷
媒が溜まっているものの、冷媒回路１０全体としては充填不足の状態になっていることを
意味する暖房冷媒充填運転完了条件を満たすかどうかを判定するようにしている。すなわ
ち、冷媒回路１０のうち複数の室内熱交換器５２ａ、５２ｂのいずれかの液側端から液冷
媒連絡管６を介して室外ユニット２に至るまでの間の部分が液状態の冷媒で満たす場合に
は、暖房冷媒充填運転完了条件を満たすものとしているのである。そして、ここでは、冷
媒の放熱器として機能する室内熱交換器５２ａ、５２ｂに冷媒が溜まってくると、室内熱
交換器５２ａ、５２ｂにおける冷媒の過冷却度ＳＣｒａ、ＳＣｒｂが大きくなることを利
用して、複数の室内熱交換器５２ａ、５２ｂのいずれかにおける冷媒の過冷却度ＳＣｒａ
、ＳＣｒｂが所定の閾過冷却度ＳＣｒａｔ、ＳＣｒｂｔ以上に達した場合に、暖房冷媒充
填完了条件を満たすものと判定するようにしている。これにより、ステップＳＴ２２にお
いて、冷媒の放熱器として機能する複数の室内熱交換器５２ａ、５２ｂのいずれかにおけ
る冷媒の過冷却度ＳＣｒａ、ＳＣｒｂが閾過冷却度ＳＣｒａｔ、ＳＣｒｂｔに達していな
い場合には、暖房冷媒充填完了条件を満たしていないものと判定され、ステップＳＴ２２
の処理が繰り返されることになる。そして、ステップＳＴ２２において、冷媒の放熱器と
して機能する複数の室内熱交換器５２ａ、５２ｂのいずれかにおける冷媒の過冷却度ＳＣ
ｒａ、ＳＣｒｂが閾過冷却度ＳＣｒａｔ、ＳＣｒｂｔに達している、すなわち、暖房冷媒
充填完了条件を満たしているものと判定された後に、暖房冷媒充填運転を終了するのであ
る。
【００９４】
　－ステップＳＴ２３－
　ステップＳＴ２２の暖房冷媒充填完了条件を満たすまでステップＳＴ２１の暖房冷媒充
填運転を行った後、次に、ステップＳＴ２３において、第１冷媒充填運転におけるステッ
プＳＴ１１と同様の冷房冷媒充填運転に切り換えられる。冷房冷媒充填運転の具体的な内
容は、ステップＳＴ１１の冷房冷媒充填運転と同様であるため、ここでは説明を省略する
。これにより、暖房冷媒充填完了条件を満たした時点で充填不足の状態になっている冷媒
回路１０に対して、さらに冷媒が充填されることになる。
【００９５】
　－ステップＳＴ２４－
　ステップＳＴ２３の冷房冷媒充填運転を行いつつ、冷媒回路１０に冷媒を充填すると、
冷媒回路１０内の冷媒量がさらに増加し、冷媒の放熱器として機能する室外熱交換器２４
に冷媒が溜まることになる。そして、規定量の冷媒が冷媒回路１０に充填された状態にな
ると、第１冷媒充填運転におけるステップＳＴ１２と同様に、冷媒の放熱器として機能す
る室外熱交換器２４における冷媒の過冷却度ＳＣｏ（又は過冷却度ＳＣｏと等価な状態量
）が、規定量の冷媒が冷媒回路１０に充填されていることを意味する冷媒充填完了規定値
Ｑｔに達することになる。
【００９６】
　このため、ステップＳＴ２４においては、第１冷媒充填運転におけるステップＳＴ１２
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と同様に、ステップＳＴ２３の冷房冷媒充填運転を行いつつ冷媒回路１０に冷媒を充填し
ている際に、冷媒の放熱器として機能する室外熱交換器２４における冷媒の過冷却度ＳＣ
ｏ（又は過冷却度ＳＣｏと等価な状態量）の変化を利用して、規定量の冷媒が冷媒回路１
０に充填された状態になることを意味する冷媒充填完了条件を満たすかどうかを判定する
ようにしている。これにより、冷媒回路１０に充填された冷媒が規定量に達していないと
きは、ステップＳＴ２４において、冷媒の放熱器として機能する室外熱交換器２４におけ
る冷媒の過冷却度ＳＣｏ（又は過冷却度ＳＣｏと等価な状態量）が冷媒充填完了規定値Ｑ
ｔに達していない、すなわち、冷媒充填完了条件を満たしていないものと判定され、ステ
ップＳＴ２３の処理が繰り返されることになる。そして、ステップＳＴ２４において、冷
媒の放熱器として機能する室外熱交換器２４における冷媒の過冷却度ＳＣｏ（又は過冷却
度ＳＣｏと等価な状態量）が冷媒充填完了規定値Ｑｔに達している、すなわち、冷媒充填
完了条件を満たしているものと判定された後に、冷媒ボンベ９０等からの冷媒の充填を終
了するのである。
【００９７】
　（４）空気調和装置の冷媒充填運転の特徴
　空気調和装置１の冷媒充填運転には、以下のような特徴がある。
【００９８】
　＜Ａ＞
　ここでは、上記の第２冷媒充填運転において、冷媒回路１０に冷媒を充填する際に、ま
ず、暖房冷媒充填完了条件を満たすまで暖房冷媒充填運転を行うようにしているため（ス
テップＳＴ２１～ＳＴ２２参照）、冷房冷媒充填運転のみを行う場合に比べて、室内温度
が低下することを避けることができる。しかも、ここでは、暖房冷媒充填完了条件を満た
した後に、冷房冷媒充填運転に切り換えて、規定量の冷媒が冷媒回路１０に充填される冷
媒充填完了条件を満たすまで冷房冷媒充填運転を行うようにしているため（ステップＳＴ
２２～ＳＴ２４参照）、暖房冷媒充填運転のみを行う場合に比べて、室内熱交換器５２ａ
、５２ｂごとの冷媒の溜まりやすさの違いの影響を小さくして、冷媒回路１０全体として
の過充填や充填不足を防ぐことができる。
【００９９】
　このように、ここでは、上記のように、暖房冷媒充填運転及び冷房冷媒充填運転を組み
合わせて行うことによって、室外温度が低い場合であっても、室内温度を過度に低下させ
ることなく、かつ、適切に規定量の冷媒を冷媒回路１０に充填できる冷媒充填運転を可能
にできる。
【０１００】
　＜Ｂ＞
　ここでは、上記の第２冷媒充填運転において、冷媒回路１０のうち複数の室内熱交換器
５２ａ、５２ｂのいずれかの液側端から液冷媒連絡管６を介して室外ユニット２に至るま
での間の部分が液状態の冷媒で満たされているものと判定できる場合に、暖房冷媒充填完
了条件を満たすものとしている（ステップＳＴ２２参照）。このため、暖房冷媒充填運転
の開始後に暖房冷媒充填完了条件に達することは、一部の冷媒の溜まりやすい室内熱交換
器に冷媒が溜まっており、かつ、その下流側の液冷媒連絡管６にも冷媒が溜まっている状
態になることを意味する。すなわち、ここでは、暖房冷媒充填完了条件を満たすまで暖房
冷媒充填運転を行うことによって、過充填になることを防ぎつつ、一部の室内熱交換器に
冷媒が溜まり、かつ、液冷媒連絡管６にも冷媒が溜まっている状態にすることができるこ
とになる。
【０１０１】
　これにより、ここでは、上記のような暖房冷媒充填完了条件を採用することによって、
冷媒回路１０全体として充填不足ではあるものの、規定量に近い量の冷媒が充填されてい
る状態を作り出すことができ、暖房冷媒充填運転の後に行う冷房冷媒充填運転の運転時間
を短縮して、室内温度の低下をさらに抑えることができる。
【０１０２】
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　＜Ｃ＞
　上記の第２冷媒充填運転において、室内熱交換器５２ａ、５２ｂに冷媒が溜まってくる
と、室内熱交換器５２ａ、５２ｂにおける冷媒の過冷却度ＳＣｒａ、ＳＣｒｂが大きくな
るため、室内熱交換器５２ａ、５２ｂに冷媒が溜まっているかどうかを検知することがで
きる。そこで、ここでは、上記の第２冷媒充填運転において、暖房冷媒充填完了条件を満
たすかどうかを室内熱交換器５２ａ、５２ｂにおける冷媒の過冷却度ＳＣｒａ、ＳＣｒｂ
が閾過冷却度ＳＣｒａｔ、ＳＣｒｂｔ以上に達するかどうかによって判定するようにして
いる（ステップＳＴ２２参照）。
【０１０３】
　これにより、ここでは、上記のような暖房冷媒充填完了条件を採用することによって、
室内熱交換器５２ａ、５２ｂに冷媒が溜まっているかどうかを確実に判定することができ
る。
【０１０４】
　＜Ｄ＞
　上記の第２冷媒充填運転は、室外温度が低く室内温度の低下を避けたい場合に適してい
るが、室外温度が低くない場合には、室内温度の低下を避けなくてもよいため、冷媒回路
１０に冷媒を充填する際に、第２冷媒充填運転の冷房冷媒充填運転（ステップＳＴ２３参
照）のみを行うことが許容される。そこで、ここでは、上記の第１冷媒充填運転ように、
冷媒回路１０に冷媒を充填する際に、暖房冷媒充填運転（ステップＳＴ２１参照）を行う
ことなく、冷房冷媒充填運転を開始して、冷媒充填完了条件を満たすまで冷房冷媒充填運
転を行うことも可能にしている（ステップＳＴ１１～ＳＴ１２参照）。
【０１０５】
　これにより、ここでは、上記のように、冷房冷媒充填運転のみも行えるようにすること
によって、室外温度が低くない場合にも、適切に規定量の冷媒を冷媒回路１０に充填でき
る冷媒充填運転を可能にできる。
【０１０６】
　（５）変形例
　＜変形例１＞
　上記実施形態では、室内熱交換器５２ａ、５２ｂのいずれかにおける冷媒の過冷却度Ｓ
Ｃｒａ、ＳＣｒｂが閾過冷却度ＳＣｒａｔ、ＳＣｒｂｔ以上に達した場合に、第２冷媒充
填運転におけるステップＳＴ２２の暖房冷媒充填完了条件を満たすものとしている。
【０１０７】
　しかし、これに限定されるものではなく、複数の室内熱交換器５２ａ、５２ｂのいずれ
かにおける冷媒の温度Ｔｒｌａ、Ｔｒｌｂと液冷媒連絡管６を流れる冷媒の温度Ｔｌｐと
の温度差ΔＴｌｐが所定の閾液温度差ΔＴｌｐｔ以下に達した場合に、暖房冷媒充填完了
条件を満たすものとしてもよい。すなわち、液冷媒連絡管６に冷媒が溜まってくると、室
外ユニット２寄りの部分における冷媒の温度が液冷媒連絡管６の室内ユニット５ａ、５ｂ
寄りの部分における冷媒の温度に近づくため、液冷媒連絡管６に冷媒が溜まっているかど
うかを検知できるのである。
【０１０８】
　これにより、ここでは、上記のような暖房冷媒充填完了条件を採用することによって、
液冷媒連絡管６に冷媒が溜まっているかどうかを確実に判定することができる。
【０１０９】
　＜変形例２＞
　上記実施形態では、室内熱交換器５２ａ、５２ｂにおける冷媒の過冷却度ＳＣｒａ、Ｓ
Ｃｒｂが閾過冷却度ＳＣｒａｔ、ＳＣｒｂｔ以上に達した場合に、第２冷媒充填運転にお
けるステップＳＴ２２の暖房冷媒充填完了条件を満たすものとしている。
【０１１０】
　しかし、これに限定されるものではなく、複数の室内膨張弁５１ａ、５１ｂのいずれか
の開度ＭＶｒａ、ＭＶｒｂが所定の閾弁開度ＭＶｒａｔ、ＭＶｒｂｔ以上に達した場合に
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、暖房冷媒充填完了条件を満たすものとしてもよい。すなわち、室内熱交換器５２ａ、５
２ｂに冷媒が溜まってくると、室内熱交換器５２ａ、５２ｂにおける冷媒の過冷却度ＳＣ
ｒａ、ＳＣｒｂが大きくなる。このとき、上記実施形態のように、室内熱交換器５２ａ、
５２ｂにおける冷媒の過冷却度ＳＣｒａ、ＳＣｒｂを目標過冷却度ＳＣｒａｓ、ＳＣｒｂ
ｓに近づけるように室内膨張弁５１ａ、５１ｂの開度ＭＶｒａ、ＭＶｒｂを制御している
と、室内熱交換器５２ａ、５２ｂにおける冷媒の過冷却度ＳＣｒａ、ＳＣｒｂが大きくな
るにつれて室内膨張弁５１ａ、５１ｂの開度ＭＶｒａ、ＭＶｒｂが大きくなるため、室内
熱交換器５２ａ、５２ｂに冷媒が溜まっているかどうかを検知できるのである。
【０１１１】
　これにより、ここでは、上記のような暖房冷媒充填完了条件を採用することによって、
室内熱交換器５２ａ、５２ｂに冷媒が溜まっているかどうかを確実に判定することができ
る。
【０１１２】
　＜変形例３＞
　上記実施形態及び変形例１、２では、ステップＳＴ２２の暖房冷媒充填完了条件として
、室内熱交換器５２ａ、５２ｂにおける冷媒の過冷却度ＳＣｒａ、ＳＣｒｂを用いた条件
、室内熱交換器５２ａ、５２ｂにおける冷媒の温度Ｔｒｌａ、Ｔｒｌｂと液冷媒連絡管６
を流れる冷媒の温度Ｔｌｐとの温度差ΔＴｌｐを用いた条件、及び、室内膨張弁５１ａ、
５１ｂの開度ＭＶｒａ、ＭＶｒｂを用いた条件を、単独で採用している。
【０１１３】
　しかし、これらに限定されるものではなく、これら３つの条件を適宜組み合わせて、暖
房冷媒充填完了条件としてもよい。例えば、３つの条件のいずれか１つ又は２つを満たす
場合に暖房冷媒充填完了条件を満たすものと判定することができる。
【０１１４】
　＜変形例４＞
　上記実施形態及び変形例１～３では、冷媒回路１０に冷媒を充填する際に、冷媒充填の
作業者が、第１冷媒充填運転（ステップＳＴ１１～ＳＴ１２参照）と第２冷媒充填運転（
ステップＳＴ２１～ＳＴ２４参照）のいずれを行うか（すなわち、ステップＳＴ２１の暖
房冷媒充填運転を行うかどうか）を選択するようになっている。
【０１１５】
　しかし、これに限定されるものではなく、制御部８が、室外温度又は室内温度に応じて
、冷媒回路１０に冷媒を充填する際に、第１冷媒充填運転と第２冷媒充填運転のいずれを
行うか（すなわち、暖房冷媒充填運転を行うかどうか）を選択するようにしてもよい。例
えば、室外温度として室外空気センサ４６によって検出される室外空気の温度Ｔｏａを使
用し、室内温度として室内空気センサ５９ａ、５９ｂによって検出される室内空気の温度
Ｔｒａａ、Ｔｒｂａを使用して、これらの温度のいずれか又はすべてが所定の閾温度以下
である場合には、図６に示されるステップＳＴ１の冷媒充填運転選択条件を満たすものと
判定することができる。すなわち、ステップＳＴ１の冷媒充填運転選択条件を満たす場合
には、ステップＳＴ２１～ＳＴ２４の第２冷媒充填運転を選択して行い、ステップＳＴ１
の冷媒充填運転選択条件を満たさない場合には、ステップＳＴ１１～ＳＴ１２の第１冷媒
充填運転を選択して行うようにするのである。
【０１１６】
　これにより、ここでは、上記のように、室外温度又は室内温度に応じて暖房冷媒充填運
転を行うかどうかを選択することによって、暖房冷媒充填運転及び冷房冷媒充填運転を組
み合わせて行う冷媒充填運転と、冷房冷媒充填運転のみを行う冷媒充填運転と、適切に使
い分けることができる。
【産業上の利用可能性】
【０１１７】
　本発明は、室外熱交換器を有する室外ユニットと、室内熱交換器を有する複数の室内ユ
ニットと、が液冷媒連絡管及びガス冷媒連絡管を介して接続されることによって構成され



(20) JP 2017-116155 A 2017.6.29

10

た冷媒回路を備えた空気調和装置に対して、広く適用可能である。
【符号の説明】
【０１１８】
　１　　　　　　　空気調和装置
　２　　　　　　　室外ユニット
　５ａ、５ｂ　　　室内ユニット
　６　　　　　　　液冷媒連絡管
　７　　　　　　　ガス冷媒連絡管
　８　　　　　　　制御部
　１０　　　　　　冷媒回路
　２４　　　　　　室外熱交換器
　５１ａ、５１ｂ　室内膨張弁
　５２ａ、５２ｂ　室内熱交換器
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１１９】
【特許文献１】特開２０１１－８５３９０号公報

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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